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 はじめに 

 

我々が属する国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター（CRDS）

は、中国の科学技術部（MOST）に属する科学技術信息研究所（ISTIC）と MOU を結び、

国際的な科学技術情勢分析に関して協力を実施しており、その協力の一環として、毎年特

定のテーマを定めて双方の職員の参加のもとでワークショップを開催している。今回のワ

ークショップは、現在国際的に大きな課題となっている「次世代製造技術の研究開発政策」

を中心に実施した。 

これまでのワークショップにおいても、特定のテーマを定め、双方が別々に情報収集し

ていたデータやその分析結果を持ち寄って開催されてきた。例えば、昨年の 8 月に青海省

西寧で開催されたワークショップのテーマは「日中若手トップレベル研究者を取り巻く研

究環境」であり、一昨年 6 月に北京で開催されたワークショップは「主要国のファンディ

ング・システム」をテーマとした。 

現在日本では、ドイツや米国の動きをにらみながら先進的なものづくり技術に関する

様々な政策的な動きがあり、一方中国でも、「Made in China 2025」が既に政府の基本的

な方針として発表されている。そこで、今回はドイツと米国の情報を交換しつつ、日中両

国が進めようとしている先進製造技術政策について意見交換を行うこととしたものである。 

本書は、ワークショップにおいて発表された資料とその後の質疑応答について取りまと

めた報告書である。 

なお今回は、我々CRDS 海外動向ユニットの職員のほか、高島洋典 CRDS システム・情

報科学技術ユニット・フェローと瀬戸屋英雄東北大学大学院特任教授に参加、発表いただ

き議論に加わっていただいた。また、茶山秀一 JST 北京事務所長にも議論に参加いただい

た。この場を借りて感謝申し上げる。 
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 １．概要 

１.１ 日程・時間・開催場所 

日程：2015 年 8 月 24 日（月） 

時間：9 時～18 時 30 分 

場所：北京、裕龍国際酒店 3F 第 1 会議室 

１.２ 内容 

今回のワークショップでは、次世代製造技術の研究開発政策に関して、米国、ドイツ、

日本、中国の政策について日中双方が米国やドイツに対するそれぞれの見方や日中両国の

製造業に対する取組みを発表し議論した。 

１.３ 参加者 

今回のワークショップの主な参加者は以下の通りである。周フェローは、通訳（日本語

⇔中国語）を担当した。中国側は速記担当者も参加した。 

○日本側： 

・JST/CRDS 海外動向 U 上席フェロー 林幸秀 

 海外動向 U フェロー 澤田朋子 

 海外動向 U フェロー 周少丹 

 海外動向 U フェロー 樋口壮人 

 システム・情報 U フェロー 高島洋典 

・JST 北京事務所 所長 茶山秀一 

  副所長 岩城拓 

・東北大学大学院 情報科学研究科 特任教授 瀬戸屋 英雄 

 

○中国側： 

・ISTIC 共産党委員会 書記 趙志耘 

 戦略研究センター 主任 程如煙 

 戦略研究センター 研究員 烏雲其其格 

 戦略研究センター 副研究員 劉潤生 

 戦略研究センター 助研究員 梁琴琴 

・MIIT 国際経済技術合作センター/電子商務研究所 所長 王喜文 

・MIIT 中国信息通信研究院/政策与経済研究所 所長 辛勇飛 

（註）MIIT は中国工業・情報化部のことである。 
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１.４ 発表の議題 

9：00-9：20 開会挨拶 趙書記・林上席フェロー 通訳：周 

セッション１（米国の次世代製造技術政策）  司会：程主任 

9：20-10：05 劉潤生 

（ISTIC） 

米国マニュファクチャリング 

イノベーション 

（発表 30 分） 

討議 15 分 

 

10：05-10：50 樋口壮人 

（CRDS） 

米国マニュファクチャリング 

イノベーション 

（発表 30 分） 

討議 15 分 

 

セッション 2（ドイツの次世代製造技術政策）  司会：程主任 

10：50-11：35 王喜文 

（MIIT） 

Industry4.0 とスマート・マニュ

ファクチュアリング 

（発表 30 分） 

討議 15 分 

昼食 11：40～13：30 

セッション 2（ドイツの次世代製造技術政策）  司会：程主任 

13：30-14：15 澤田朋子 

（CRDS） 

Industry4.0  

（発表 30 分） 

討議 15 分 

セッション 3（日中両国の取り組み～その１）  司会：林上席フェロー 

14：15-15：00 瀬戸屋 英雄 

（東北大学） 

日本の製造政策について 

（発表 30 分） 

討議 15 分 

15：00-15：45 辛勇飛 

（MIIT） 

中国製造 2025 

（発表 30 分） 

討議 15 分 

休憩 15：45-16：00 

セッション 4 （日中両国の取り組み～その２）   司会：林上席フェロー 

16：00-16：45 高島洋典 

（CRDS） 

超サイバー社会におけるものづ

くり」（発表 30 分） 

討議 15 分 

16：45-17：30 梁琴琴 

（ISTIC） 

中国 CNC 工作機械技術について 

（発表 30 分） 

討議 15 分 

17：30-17：50    総評・閉会挨拶   程主任・林上席フェロー 
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 ２．発表・質疑応答 

２.１ 開会挨拶 

２.１.１ 趙書記 

2015 年 8 月、古い友人の林先生に再びお目にかかることができました。ワークショ

ップを通じて新たなテーマを研究し、また新しい友人をお迎えできて嬉しいです。JST

と中国のつきあいは古く、日中の政治的な関係が悪い中でも JST と ISTIC のような半

官半民の組織同士が良い関係を保てたことは大変喜ばしいと考えています。ISTIC は

JST と MOU を締結し、深い関係にあります。また、林上席フェローの下、戦略、政策

研究を共同で行うことで連携を深めています。ISTIC には CRDS に近い組織である戦略

研究センターがあり、昨年、日中若手トップレベル研究者インタビューに関するワーク

ショップを実施し、良い参考となりました。 

私が今年 6 月に日本を訪問した際、産業技術分野の共同調査をしようということにな

り、日中それぞれの製造業に関する政策調査を実施することを検討しています。そこで

今回のワークショップでは、主要国の先進製造というテーマになりました。これは今後

の交流の発展に大きな一歩となると思っています。日本からは経験豊富なメンバーと中

国側は若手メンバーが参加しています。これは現在の日中の状況を具現しています。今

回のワークショップの成功を祈っております。 

２.１.２ 林上席フェロー 

みなさま、こんにちは。毎回、中国側でこのようなワークショップをアレンジして頂

いて感謝しています。今回は新しい製造業というテーマですが、日本は国の産業として

製造業はとても重要な位置づけになっています。製造技術の発展、情報との融合など、

議論することはたくさんあります。今日も徹底的に議論して成果をあげていきたいと思

います。 
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２.２ セッション１（米国の次世代製造技術政策）司会：程如煙主任 

２.２.１ 劉潤生（ISTIC） 

 
 

ａ.）発表内容「米国マニュファクチャリングイノベーション」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

質問： P.15 に中国から米国に戻っても良いという企業の割合が示されている。例えば

iPhone の裏には Designed in California/ Assembled in China と書かれてい

るが、実際に移っていった企業はあるのか。（高島） 

 

回答： 実際の数は把握していない。ただ、一例として GE は家電部門を中国から米国

へ戻っている。米国のメーカーはサプライチェーンを重視しており、レアアー

ス調達などで困難が予想されることなどで回帰したと考えられる。 

 

質問： 中国側が米国の政策の中で最も注目している部分はどこか。（林） 

 

回答： 私見では 2 点ある。技術移転については、民間企業だけでは不可能である。従

って、産学連携は大きな意味がある。45 カ所の拠点（ネットワーク）は中国に

とって脅威となる可能性がある。中国製造 2025 にもある通り、中国も将来的

には拠点を整備して、研究成果をイノベーションにつなげる努力が必要である。

2 点目は米国の基盤（要素）技術の高いところである。ここは中国がまだまだ

弱いところである。 

 

質問： P.6 の Manufacturing Cost Index の表を見ると中国と米国の製造コストが非

常に近くなっているようだが、実感としてどうか。（瀬戸屋） 

 

回答： この表は 2018 年の予測である。 

 

質問： P.15 のアンケート結果は米国系の企業のみを対象としたものか。それとも他の

国籍の企業も対象として実施したものか。（茶山） 

 

回答： 米国系の企業のみではなく様々な国籍の企業を対象としている。数は把握して

いない。 

 

質問：先進製造拠点では 3D プリンティング技術など様々な技術を取り扱っているが、

中国が最も注目している技術は何か。（樋口） 

 

回答： 米国との関心に近く、米国があげているほとんどの技術に注目している。 
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２.２.２ 樋口壮人（CRDS） 

 

 

ａ.）発表内容「米国マニュファクチャリングイノベーション」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

質問： GE は自身の OS や API を開発している。例えば Android はオープンソースだ

が、IIC はどの程度オープンにすべきなのか。（王） 

 

回答： インダストリアルインターネットのライフサイクルマネジメントは決して新

しい仕組みではない。実際にコマツやトヨタも独自の取り組みで、顧客に売っ

た製品のメンテナンスを行っている。インダストリアルインターネットはそれ

を複数の企業間で行うことが新しい。OS をオープンにする必要はないと思う

が API は開放すべきであろう。インターネットはすでにオープンなツールなの

で、ある意味ですでにオープンである。ただし、航空機や発電所の管理に使う

には諸々の問題があると思うので、新しいプロトコルが必要だと考えている。

（高島） 

 

質問： IMI は誰が（どこが）主体的に運営しているのか。（程） 

 

回答： 拠点というよりもゆるいコンソーシアムという組織形態だろう。（林） 

 3D プリンティング拠点はオハイオ大学の教授が PM になって組織している。

（瀬戸屋） 

 

質問： 劉さんの説明はアメリカの政策分析、樋口さんの発表は IMI およびインダスト

リアルインターネットに中心があった。それぞれの説明についてどう思ったか、

感想を聞きたい。（林） 

 

回答： 日本側の発表に GE という民間企業の事例を入れてもらったことは大変興味深

く、学ぶところが多い。米国政府が民間の活動を阻害せずあくまで環境整備に

徹している点、中国の産業界の役割を考える上でも参考になる。（劉） 

 米国と中国の生産コストの差が縮まっている点や、米国では雇用が増えてきて

おり海外からの投資が増えている点などが特に参考になった。（樋口） 
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２.３ セッション２（ドイツの次世代製造技術政策）司会：程如煙主任 

２.３.１ 王喜文（MIIT） 

 

 

ａ.）発表内容「Industry4.0 とスマート・マニュファクチュアリング」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

質問： 最後のスライドの意味が分からない。説明してください。（高島） 

 

回答： 価値の共同創造（左）、価値の共有（右）、価値の伝達（下）である。 

 

質問： 価値の伝達とは何か。（高島） 

 

回答： バリューチェーンの中でデザイン生産を伝達する。 

 

質問： 創造と共有価値は分けられないのか。（高島） 

 

回答： 将来的には生産者と消費者の境界線が曖昧になるという意味である。中国では

インダストリー4.0 を大事にしており、中国製造 2025 では製造業をベースに、

インターネットプラスではインターネット技術をベースにしている。背景とし

ては、中国は製造業のボリュームがあるが、インターネット経済は米国につい

で 2 位である。アリババや TAOBAO.COM があり、1 日の売り上げは 1 兆円

規模である。インターネットを製造業の中に導入する。 

 

質問： ウーバは車の配車システムなのか。（瀬戸屋） 
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回答： そうである。共有がポイントである。 

 

質問： インターネット産業が大きいのは分かったが、インダストリー4.0 がサイバー

フィジカルに基づいている。インダストリアルインターネットがある。4、5 年

前、ウーレンワン（物連網）構想があったが、今はどうなっているのか。（瀬

戸屋） 

 

回答： それは、IoT 技術とクラウド、ビッグデータ、AI であるが、入れ替わりが激し

い。2010 年には IoT、次の 2 年はクラウド、今は AI である。中国製造 2025

は実体経済のコンセプトであり、そんなに変わらないだろう。10 年以内にスマ

ート製造を基本的な発展の方向にしている。 

 

質問： 中国製造 2025 の中で、インダストリー4.0 を進めていると書かれているがどう

か。（瀬戸屋） 

 

回答： 中国製造 2025 では、基本方針はインダストリー4.0 と同じである。産業化と情

報化では一緒である。インテリジェント製造である。中国製造 2025 では、中

国のロードマップは明確である。5 つの計画があり、2020 年までに納期は現在

の 30％削減、2025 年までに 50％削減することである。生産コストも同じ値で

ある。インテリジェント製造の目的である。 

 

質問： インテリジェント製造を進めるメーカー、IT ベンダーのうち、どれが中心にな

って進めているのか。（瀬戸屋） 

 

回答： 目標としては、企業を主体としている。中国では産業が混在している。4.0 は

モデル作りの関係である。 

 

質問： それは政府が主導しているのか。（瀬戸屋） 

 

回答： 王先生のいる MIIT では、7 月に中国の各地から 46 の研究所を選定して、代表

として技術開発を行う予定である。 

 

質問： 包括的な説明を感謝する。王先生は日本に滞在されたことがあるのか。（林） 

 

回答： 日本向けのソフトウェア開発に 10 年間従事してきた。しかしほとんど日本語

は忘れかけている。 
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質問： 中国にとって、インダストリー4.0 のところで一番役に立っていることは何か。

（林） 

 

回答： ほとんどの中国人が感じているが、第 4 次産業革命は中国にとってチャンスで

ある。うまくこれに乗れればチャンスが広がる。 

 

質問： タイミングが大事だということでしょう。（林） 
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２.３.２ 澤田朋子（CRDS） 

 

 

ａ.）発表内容「Industry4.0」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

質問： スライドの 9 枚目（Industrie 4.0 Platform）の図では産学官が一体となってい

るのが特徴のようだが、詳しく説明して頂きたい。（程） 

 

回答： 推進のプラットフォームは教育研究省（BMBF）と経済エネルギー省（BMWi）

が合同で所管し、それぞれの大臣が会長を務めている。左のステアリングコミ

ティが産業界の代表者、真ん中が役所と産業の団体、そしていくつかのアカデ

ミアが入っている。ドイツ人はこのバランスを大事にしている。ドイツ人にど

こがイニシアティブを取っているのかと聞いても、全てが機能しているという

答えが返ってくる。我々は（ドイツ人に対して）政治の人が入ることで、スピ

ードが遅くなるのではないかと質問した。それに対して（ドイツ側は）ここを

運営していくのが産業界であり、ステアリングコミティ下のワーキンググルー

プが具体的な課題、標準化を動かしているという説明をした。（澤田） 

 

質問： 今年の春、中国とドイツは標準化で調印した。CIC は窓口機構としてやりとり

をした。電子標準化研究院（王先生が所属）は協力を実施するところである。

企業側の参加者も多く、全体で 600 名であった。その中に標準化のグループも

入っている。今年 3 月の CeBIT（セービット）に参加してきた。（王） 

 

質問： 資料の P53（スライド 12、13）のアンケートに関して、スライド 13 の一番上

の標準化（Standardization）をなぜ重要と思っているのか。どうやって米国

や中国に勝とうとしているのか。（林） 

 

回答： 標準化すれば勝てるわけではないが、中小企業としては、コスト削減が目的で

ある。例えば、A、B、C という機械を異なる企業が購入したとする。全ての機

械にコンピューターが入っているとする。しかしその場合、メーカーが違うと

機械同士をつないでもすぐには生産できない。それを、コンセントをつなぐだ

けでできるようにする。プラグ＆プロデュースと呼ばれている。OS のアップ

デートなど、様々なコストがかかるので、1 回のアップデートでできるように

なると中小企業にとってはコスト削減になる。（澤田） 

 

質問： 資料の P53（スライド 12、13）の上と下はつながっており、「中小企業にと

っての希望であるということで理解した。（スライド 13 の上から 2 番目の）

プロセスのオーガナイゼーション（Process/work organization）とは何を意味

しているのか。（林） 
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回答： ドイツの資料には、ワークオーガナイゼーションと書かれており、工場の組織

や、人間がどう配置されて働くのかということも、新しくしたいと考えている。

（澤田） 
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２.４ セッション３（日本、中国の製造業について）司会：林上席フェロー 

２.４.１ 瀬戸屋英雄（東北大学） 

 

 

ａ.）発表内容「日本の製造政策について」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

質問： SIP、ImPACT の PO、PD、PM などの役割の違いは何か。（烏雲） 

 

回答： 従来のコンソーシアムにおけるリーダーの権限は非常に低く、パートタイムが

多かったが、SIP や ImPACT ではフルタイムとなり、こうした役割の権限を

強化した。役割自体はタイトルが違ってもほぼ同じである。 

 

質問： IVI の複数のワークグループがどう体系的に分けられているか。（辛） 

 

回答： 資料があるので、後ほど送付する。20 余のグループに細分化され、研究が行わ

れている。 

 

質問： SIP、ImPACT は出口を踏まえた基礎研究という説明だったが、どのようにテ

ーマを選定されたかを教えてほしい。（程） 

 

回答： 領域はかなり広く選択し、テーマは公募した。実用化のターゲットとして SIP

は 5 年後、ImPACT は 10 年後を想定し、内閣府のほうで採択を実施した。審

査段階は 2 つあり、専門家委員会には大学、企業出身者で構成されている。第

二次審査は総合科学技術会議の常任委員によって行われたが、同会議には企業

出身者も 3 名程度いる。 
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回答の補足：自分は理研が ImPACT に応募した際の理研側の立場にいたが、採択さ

れなかった理由の一つは、実用化の見込みについて委員会を説得できるまでの

明確な説明が出来なかったことだと考えている。ただ、この種の事業の審査に

は、限られた人数で幅広い分野をカバーしなければならないという課題がある。

個人的な懸念であるが、それぞれの分野に十分な人数のメンバーがいないとき

には、会議全体での多数の有識者の議論の結論というよりは、その分野の専門

家である個人の意見が過度に優先されるようなことが起き得るのではないか

とおそれている。（茶山） 

 

質問： 第 5 期科学技術基本計画を策定中と聞いているが、先進製造については言及さ

れるのか。（劉） 

 

回答： 日本に取って大切な領域であることは間違いないので、なんらかの形で触れら

れるだろう。毎年出されているイノベーション戦略では大きく取り扱っている。

（林） 

 

質問： 欧米と日本の先進製造技術（政策）の違いもしくは特徴について（劉） 

 

回答： 製造技術を特定の領域としないことが特徴ではないか。I4.0 でも実際はデジタ

ル技術であって、切削技術とか研磨技術ではない。全ての領域にまたがって必

要な要素という認識で、基盤的な技術としてとらえている。第 3 期科学技術基

本計画までは製造技術の研究開発促進が明確に記述されていたが、第 4 期では

触れられていない。 
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２.４.２ 辛勇飛（MIIT） 

 

 

ａ.）発表内容「中国製造 2025」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

質問： いくつもの数値目標が明記されているが、どのように決まったのか。（瀬戸屋） 

 

回答： 専門家、有識者による委員会、特に中国工程院の専門委員会で先進国の状況を

調査、中国の現況分析を踏まえて数字を出している。根拠のある数字であると

いえる。 

 

質問： ポリシーの説明の中に科学技術の研究開発自体が入っていなかったが、国は研

究開発をしないということか。（高島） 

 

回答： もちろんポリシーに科学技術研究開発も言及されているが、確かに産業政策寄

りではあるが、拠点の中で研究開発を実施することになっている。 

 

質問： 金融政策における具体策は何か。（茶山） 

 

回答： 中小企業の場合は与信が困難な場合がある、それを支援する仕組みを作る。例

えば、大企業が中小企業に融資できるような仕組みを作ることを考えている。

他にもクラウド・ファンディングなど幅広い投融資を今後検討していく。現時

点では金融規制が多く、これらをどのように緩和していくかが課題である。GE



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「次世代製造技術の研究開発政策」 

CRDS-FY2015-WR-02 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 

91 

やフォードは参加に金融機関を持っており、彼らのケースを調査している。 

 

質問： 中国ではまだ国営企業が多いが、国営企業も「中国製造 2025」の対象になって

いるのか。その場合、達成できない場合のペナルティなどはあるのか。 

（瀬戸屋） 

 

回答： 国有企業の場合、国有資源委員会が管理（出資元）であり、人事権を持ってい

る。中国製造 2025 推進委員会に国有資源委員会もメンバーになっている。 

  



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「次世代製造技術の研究開発政策」 

CRDS-FY2015-WR-02 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 

92 

２.５ セッション４（日中両国の取り組み）司会：林上席フェロー 

２.５.１ 高島洋典（CRDS） 

 

 

ａ.）発表内容「超サイバー社会におけるものづくり」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

 

質問： 先ほど瀬戸屋先生のご説明に SIP や ImPACT のようなプログラムがあり、

CRDS は基盤技術にも力を入れているが、JST には SIP や ImPACT 以外にど

のようなものがあるのか。（程） 

 

回答： 材料設計では、マテリアルインフォマティクス、人工知能のような個別の要素

技術はやっている。（高島） 

 

回答： 経産省、NEDO では、ロボット、3D プリンター、材料、ナノなど、幅広くや

っている。しかし、製造技術そのものではない。これに注目したのが、SIP の

設計生産技術プロジェクトである。（瀬戸屋） 

 

質問：IVI(Industrial Value chain Initiative)は、どのようなプラットフォームか。（王） 

 

回答： これからの話で、色々な観点から分析している。IT 技術によりどのような状況

を作れるのか、それを使えるためのプラットフォーム（リファレンスモデル）

を作っていくということだと思う。（瀬戸屋） 

 

質問： 言葉について質問したい。スーパーサイバーソサイエティとは、日本語ではど

う表現するのか。社会という言葉には国民が参加するという意味が含まれるよ

うに思われる。（王） 

 

回答： サイバー、もしくはフィジカルで何かを想定しているわけではない。全てを機

能として考えている。機械は何かの仕事をする。コンピュータープログラムも

何かの仕事をする。ある機能を提供する。人間も何かの機能を提供する。この

中には、人間も入っている。人間を含めた全ての機能をソフトウェアで呼び出

すようにしたい。例えばクラウドコンピューティングの基本は、ソフトウェア

で制御することである。そのおかげで、柔軟で効率的な運用ができている。そ

れを実際の社会に適用したい。ソフトウェア・デファインド・ソサイエティに

したい。（高島） 

 

質問： 一般庶民の位置づけはどうなっているのか。（王） 

 

回答： 色々な立場があり、会社では 1 つの機能を行う実体である。（高島） 
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回答： 超情報化社会であろう。（瀬戸屋） 

 

質問： 超ネットワーク社会であろうか。（王） 

 

回答： フィジカルは訳さないだろう。（瀬戸屋） 

 

回答： 「ちょう」は超える、1 次元超えると捉えるべきであろう。（高島） 

 

質問： 米国やドイツは就職ポストの創出を目指しているように見えるが、日本は効率

化を目指しているように見える。労働者がいらなくなる心配はないのか。 

（烏雲） 

 

回答： 日本は労働者が減っているので、もっとロボットが必要である。（高島） 

 

回答： 両国ともより具体的な段階になれば心配になるだろう。（林） 

 

回答： 短期的には労働者と雇用側のミスマッチが起こるだろう。（高島） 

 

質問： 先週、人間と機械の関係についてフォックスコムの副会長と話しをする機会が

あった。フォックスコムでは、中国で 100 万人を雇用しているが、その場合、

かなりの失業者が生まれるのではないかと質問した。これに対してフォックス

コムの副会長は、iPhone、メガネ（グーグルグラスのことだろう）、アイウォ

ッチも生産され、将来的には雇用を 10 万人増やす計画があるとの回答してい

た。 

 

回答： 機械にできることは機械にやらせ、人間にしかできないことを人間がやるよう

にすべきである。そうしないと幸せにはなれないだろう。（高島） 
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２.５.２ 梁琴琴（ISTIC） 

 

ａ.）発表内容「中国 CNC 工作機械技術について」 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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ｂ.）質疑応答 

質問： スライド 10 のグローバル化とは、どことどこを指しているのか。（瀬戸屋） 

 

回答： 後で個別データが出てくる。（梁） 

 

質問： 各国の出願を合計したものなのか。（瀬戸屋） 

 

回答： DII のデータベースを米国と欧州について合計したものである。日本や中国も

入っているはずである。（梁） 

 

質問： アプリケーションとは申請をさすのか。認可を受けたものか。（林） 

 

回答： 申請である。（梁） 

 

質問： 認可を受けたものを見れば、（結果は）変わってくるだろう。中国の特許許可

局に日本、中国、米国の企業が出しているように見える。日本の特許局に対し

て、日本や中国、ドイツが出したものが入っていないのではないか。（林） 

 

回答： 入っている。PCT である。（梁） 

 

質問： PCT ではとても測れない。日本企業が日本に出しても PCT には入っていない

ことが多いだろう。（林） 

 

回答： 中に入っている。（梁） 

 

回答： 中国のデータが高い理由としては、第一には、色々な国のデータがあり、中国

も入っており、企業や大学が出したもので、審査基準が他の国よりゆるいのか

もしれない。第二には、大学や国立研究機関の出願が多いが、評価指標の中で、

大学は論文や特許でやっているので、大学は一生懸命出している。しかし、そ

の質は疑問である。数の意味は違うだろう。（程） 

 

質問： 大連で開催された最先端のマシーンはどんなものか。（瀬戸屋） 

 

回答： この調査プロジェクトは何人かで分担したものであり、これは私が調べていな

い。（梁） 
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質問： MC 装置なのか工作機械なのか分からない。（瀬戸屋） 

 

質問： ざっくりと中国の数値制御マシーンの占有率はどれくらいなのか。日本とドイ

ツの占有率はどれくらいか。（林） 

 

回答： 機械の占有率は分からない。特許のデータしか分からない。（梁） 

 

質問： 三菱とは中国の三菱ではないか。ポイントは、どれだけ現在の市場で占有率が

あるかが大事である。（林） 

 

質問： 工作機械では、2011 年に中国が日本を逆転した。現在では、中国は日本の 3

倍作っている。CNC というよりも、工作機械のコントロールと高度な加工が

できる機械を中国がやっているのであろう。（瀬戸屋） 

 

質問： 数量は中国が上である。しかし、日本がハイエンドを取っている。中国はそれ

も取りたいのであろう。パテントを含めて面白い分野である。（林） 
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２.６ 総評・閉会挨拶 

２.６.１ 程主任 

趙書記に代わりに私が挨拶をする。丸一日の議論で、米国、ドイツ、日本、中国の報

告があった。共通認識や補足、ぶつかり合いにより、お互いにヒントを与え合っている

と思った。個人としては、二つ得るものがあった。一つは、先進製造について勉強でき

たことである。一般的に、国は先進国になると製造業の位置が下がり、サービス業の割

合が大きくなる。会社でも国際的な多国籍企業では、製造業からサービス業に移行する。

本日の発表では、製造とサービスが融合しているところが印象的であった。（二つ目と

しては）今日一日の議論の中で、日本、中国、米国、ドイツの政府の役割に共通点（基

盤技術、中小企業、人材育成、標準化、投資環境）があることがよく分かった。最後に、

日本からの皆さん、中国の皆さんのご報告に感謝する。 

２.６.２ 林上席フェロー 

今日丸一日、とても良かったと思う。日本も中国も将来の経済、国家の発展のために

努力しているのがよく分かった。実り多いディスカッションができ、参考になった。

CRDS と ISTIC のワークショップはこれからも続けていきたいと思う。趙さんがおっし

ゃっていたように、私の意見としては、両国の産業界の技術のポテンシャルについて共

同調査をしたいと思っている。現在のステータスは、ISTIC が科学技術部（MOST）に

相談しているようであるが、良い回答が得られることを期待している。もし GO サイン

が出たら、ISTIC の人を日本に受け入れて協力したい。それとは別に、これからもワー

クショップを開催し、議論していきたい。テーマは今後相談していきたい。今回の参加

者、ならびに発表者に感謝したい。 

 

 

以上 
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